
　　　　

2024 年 5 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 放課後等ディサービス第Ⅲいちご園 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念
　　【法人】　　　１，真心　２、至誠　３、共生

支援方針

お子様それぞれの成長や発達のペースに合わせた支援やケアを提供します。
いろいろなお友達と一緒に過ごす中でお互いに認め合い、刺激し合いながらお子様それぞれが自分らしく笑顔でいられる場所を目指します。
ご家族のサポーターとして、お子様のもう一つの居場所としてあたたかなケアと切れ目のない支援で自分らしい成長をバックアップします。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

快適な環境を整え生活リズムを安定させる
・看護師による体調管理と健康チェック・医療ケア（吸引・経管栄養・導尿・服薬管理　他）を実施する。
・ご家庭と相談しながら生活リズムを整える（活動と休息のバランス）
・食事の時間を大切にし、飲み込み安い工夫などご家族と連携しながらすすめる。
・排泄・睡眠等のサポート（排泄リズムの調整）・安心できるようそれぞれに合わた環境設定。

【主な活動内容】
・朝の会、帰りの会・お散歩・公園遊び・リズム体操・

・体の動きや姿勢の保持（ポジショニング・座位保持装置使用）
・手足や体をゆっくり動かしながら、心地よさや楽しさを感じる。
・感覚過敏な子への配慮、特性にあわせた支援を行う。
・安心できる環境を整え手足を使った遊びや操作活動の提供し、楽しんで取り組める遊び、活動を提供する。

【活動内容】
・外気浴・お散歩・公園遊び・自然とのふれあい・絵本の読み聞かせ・ふ
れあい遊び・創作活動・スヌーズレン・プレイバルーン・バランスボー
ル・粘土遊び・感触遊び・音楽療法・リトミック・製作活動・タオルブラ
ンコ・水遊び・手足浴・

・毎日取り組む事をルーティン化させる事で見通しをもち安心して過ごす事ができるよう
・光や音、手触りなどを通して環境を感じる力を育てる。

・目を合わせる、笑顔を見せるなど、ゆっくりしたやり取りを楽しむ。
・好きな音楽や声を聞いて反応する事で気持ちを伝える。
・子どもたちから表出された感情や気持ちを言葉にして伝える。

【活動例】
・ふれあい遊び・タブレット・リトミック・音楽療法・クッキング
・絵本の読み聞かせ・戸外活動

・人と関わる事の楽しみを感じられるよう情緒の安定を支える関わり方
　場所・人・スケジュール・周囲の状況を予告し安心して関わる機会を提供する。
・感情のコントロールや自己表現の巾を広げる。
・戸外活動、交流行事を通じ、普段とは違う場所でいろいろな人と関わる機会を提供する。
・落ち着ける環境をつくり、安心して過ごせる時間を設定する。

【活動例】
・お散歩・公園遊び・音楽療法・リトミック・製作活動・お買い物体験
・系列事業所との交流・近隣施設との交流・お出掛け行事

主な行事等

・家族行事…いちご狩り・秋のフルーツ収穫・クリスマス会・夏祭り
・休校日等の系列事業所との交流行事…音楽療法・季節行事

家族支援

・家庭でのケア方法や不安への助言や提案、情報提供を行う。
・送迎時等の申し送りで現状の共有を行いご家族が安心して通所を継続できる
　よう配慮する。
・送迎や入浴支援、必要な医療ケアを実施する事により、ご家族の負担軽減に
　努める。
・兄弟児も一緒に楽しめる親子交流行事の実施。

移行支援

・就園、就学に向け関連機関との連携を図る。
・節目の時期での関係機関との情報提供、共有の場への参加。
・成長、発達、身体の変化により必要の応じ関連機関と共有する機会
　の設定を働きかける。
・関連機関とご家族との橋渡しができるよう現状の把握に努める。

地域支援・地域連携

・福祉関連機関、医療機関、学校との連携を図る
・成長、発達、身体の変化により必要の応じ関連機関と共有する機会
　の設定を働きかける。
・地域のイベント等に参加し、事業所や障がいへの理解を促す。

職員の質の向上

・外部研修への積極的な参加
・や関連機関のWEB研修へ参加し、個々の専門的な知識の向上と支援に
 反映させる為定期的な支援検討会の実施、又普段のミーティングを
 大切にする。
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月
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日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 放課後等ディサービス第Ⅲいちご園 支援プログラム（放課後等ディサービス） 作成日

法人（事業所）理念 　　【法人】　　　１，真心　２、至誠　３、共生

支援方針

お子様それぞれの成長や発達のペースに合わせた支援やケアを提供します。
いろいろなお友達と一緒に過ごす中でお互いに認め合い、刺激し合いながらお子様それぞれが自分らしく笑顔でいられる場所を目指します。
ご家族のサポーターとして、お子様のもう一つの居場所としてあたたかなケアと切れ目のない支援で自分らしい成長をバックアップします。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

【活動例】
・朝の会、帰りの会・お散歩・公園遊び・リズム体操・外気浴

快適な環境を整え生活リズムを安定させる
・看護師による体調管理と健康チェック・医療ケア（吸引・経管栄養・導尿・服薬管理　他）を実施する。
・生活リズムを整える（活動と休息のバランス）・一日の流れをわかりやすく伝える（視覚支援）
・食事・排泄・睡眠等のサポート（排泄リズムの調整・観察）
・清潔保持　（入浴支援　毎（火）（木））
　
・体の動きや姿勢の保持（座位保持装置の使用、ポジショニング）
・粗大運動（体づくり・ジャンプ・ボール遊び）や微細運動（つかむ・引っ張る・はめる）を通して基本的な
　動作の向上を図る。
・安心できる環境を整え手足を使った遊びや操作活動の提供し、楽しんで取り組める遊び、活動を提供する。
・感覚過敏な子への配慮、特性にあわせた支援を行う。

【活動例】
・ふれあい遊び・タブレット・リトミック・音楽療法・クッキング
・絵本の読み聞かせ・すごろくゲームetc

【活動例】
・お散歩・公園遊び・音楽療法・リトミック・製作活動・お買い物体験
・系列事業所との交流・近隣施設との交流・外食体験・

・毎日取り組む事をルーティン化させる事で見通しをもち安心して過ごす事ができるよう支援する。
・補助的なコミュニケーションの手段（タブレット、スイッチ）を活用し因果関係の理解を促す。
・光、音、触れる素材の違いを感じられる遊び、活動を提供する。
・数字や文字に触れる機会を提供する。

・安心できる環境つくり（表情や声かけにより安心感の提供）・あいさつを言葉やジェスチャーで伝える。
・音楽やリズムを通じ発声、発音を促す。
・表情やジェスチャーを使い意思表示を伝える経験を積み重ね、伝わる事の喜びを感じる事ができるよう関わる。
　（日常の会話、やり取りを大切に、気付きを共有する）
・補助的なコミュニケーションの手段（タブレット、スイッチ）を活用し意志を伝える練習。

・・人と関わる事の楽しみを感じられるよう情緒の安定を支える関わり方
　（場所・人・スケジュール・周囲の状況）を予告し安心して関わる機会を提供する。
・感情のコントロールや自己表現の巾を広げる。
・集団活動や遊びを通じて、人と関わる時のルールを学ぶ機会を提供する。
　（順番を待つ、簡単なルールのある遊び　など）
・戸外活動、交流行事を通じ、普段とは違う場所でいろいろな人と関わる機会を提供する。
・

【活動例】
・外気浴・お散歩・公園遊び・自然とのふれあい・絵本の読み聞かせ・ふ
れあい遊び・創作活動・スヌーズレン・プレイバルーン・バランスボー
ル・粘土遊び・感触遊び・音楽療法・リトミック・製作活動・タオルブラ
ンコ・ボールプール・クッキング・塗り絵 ・手足浴・水遊びetc

主な行事等

・家族行事…いちご狩り・秋のフルーツ収穫・クリスマス会・夏祭り
・休校日等の系列事業所との交流行事…音楽療法・季節行事

家族支援

・家庭でのケア方法や不安への助言や提案、情報提供を行う。
・送迎時等の申し送りで現状の共有を行いご家族が安心して通所を継続できる
　よう配慮する。
・送迎や入浴支援、必要な医療ケアを実施する事により、ご家族の負担軽減に
　努める。
・兄弟児も一緒に楽しめる親子交流行事の実施。

移行支援

・就園、就学に向け関連機関との連携を図る。
・節目の時期での関係機関との情報提供、共有の場への参加。
・成長、発達、身体の変化により必要に応じ関連機関と共有する機会
　の設定を働きかける。
・関連機関とご家族との橋渡しができるよう現状の把握に努める。

地域支援・地域連携

・福祉関連機関、医療機関、学校との連携を図る
・成長、発達、身体の変化により必要に応じ関連機関と共有する機会
　の設定を働きかける。
・地域のイベント等に参加し、事業所や障がいへの理解を促す。

職員の質の向上

・外部研修への積極的な参加
・や関連機関のWEB研修へ参加し、個々の専門的な知識の向上と支援に
 反映させる為定期的な支援検討会の実施、又普段のミーティングを
 大切にする。


